


     メンテナンス
テレビ共同受信施設は1か所の不具合でも全体に悪影響を及ぼすことがあります。
いつまでも美しいテレビ映像をお楽しみいただくために、1年に1回は専門業者に保守点検を依頼してください。
※この製品を処分するときは、産業廃棄として処理してください。

     保証について
・この製品の保証期間は、お引き渡しの日から2年間です。保証期間内に取扱説明書・施工説明書記載事項に従った正常な使用状態で故障した場合、ご

　購入店または裏表紙のDXアンテナ カスタマ－センターにお申し付けください。ただし、下記の場合は保証期間内でも有償修理となります。
①住宅、事務所、学校、病院、ホテルまたは旅館以外で使用した場合の不具合。②ユーザーが適切な使用、維持管理を行わなかったことに起因する不具合。
③メーカーが定める施工説明書などに基づかない施工、専門業者以外による移動・分解などに起因する不具合。④建築躯体の変形など住宅部品本体以外
の不具合に起因する当該住宅部品の不具合、塗装の色あせなどの経年変化または使用に伴う摩耗などにより生じる外観上の現象。⑤海岸付近、温泉地など
の地域における腐食性の空気環境に起因する不具合。⑥ねずみ、昆虫などの動物の行為に起因する不具合。⑦火災・爆発事故、落雷・地震・噴火・洪水・津波
など天変地異または戦争・暴動など破壊行為による不具合。⑧消耗部品の消耗に起因する不具合。⑨電気の供給トラブル等に起因する不具合。
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     主な性能

     各部の名称

　品　　　　　　　名　

周 波 数 帯 域（MHz）

最 大 伝 送 容 量  （ch.）

標 準 入 力 レ ベ ル (dBμV)

標 準 利 得 （dB）

定 格 出 力レ ベ ル (dBμV)

利 得 調 整 範 囲 （dB）

チ ルト 調 整 範 囲 （dB）

入力アッテネーター （dB）

伝 送 帯 域 内

周 波 数 特 性 （dB）

雑 音 指 数 （dB）

電 圧 定 在 波 比

相 互 変 調

 （dB）

品　　　番       （BL型式）  

利 得 安 定 度 （dB）

ハ ム 変 調 （dB）

入出力インピーダンス(Ω)

耐 衝 撃 波 試 験 　  

電　　　   　源  (V)

コンバーター供給電源 　

消  費  電  力  (W)

使 用 温 度 範 囲  (℃)

外    形    寸    法 (ｍｍ)

質           　　  量   (ｋｇ)

CS/BS-IF・UHF・FM増幅器 CSBSUF1W1（CS・BS・UF－1W）

76～90

5（FM）

65

30以上

95

0、－10

1000～2602

36（デジタル）

73
30/40以上

（1000/2602MHz）

103/113
（1000/2602MHz）

帯域内で±3.0以内

10以下

2.5以下

－31以下

－63以下

470～710

9（デジタル）

65

40以上

105

0、－10

0～－8

0、－10

任意の6MHzで±1.0以
内及び任意の100MHz
で±2.0以内

任意の34.5MHzで
±1.0以内、チルト直線
に対し全帯域で±2.5
以内

8以下

3.0以下

－

－71以下

0～－10以上連続可変

10以下

3.0以下

－

－72以下

IM２

IM３

75

　

AC100（50/60Hz）

DC＋15V 6W

20（コンバーター用電源6Ｗ送出時27）

－10～＋40

230（H）×184（W）×70（D）

1.7

±１５kV（１.２/５０μs）
入出力端子
電 源 端 子

※１）1000MHz連続可変
規格および外観は改良により、変更させていただくことがあります
ので、あらかじめご了承ください。

－50以下

±3.0以内

付属品

木ネジ　3本
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取扱説明書

・この製品に接続する同軸ケーブルには電流が流れることがあります。途中には電流通過形機器以外は絶対に挿入しないでください。
　また、電流通過形機器を挿入する場合は通電端子をよく確かめてお使いください。もし、電流非通過形機器を挿入しますと、回路
　やケーブルがショートして、火災や感電の原因となります。

・この製品を分解したり、修理や改造はしないでください。感電やけがの原因や、性能維持できなくなり故障の原因となります。

・取付ネジやボルト、接栓は、締め付け力（トルク）に指示がある場合はその力（トルク）で締め付け、堅固に取り付け固定してく
　ださい。落下や破損して、感電やけが、故障の原因となります。

・ヒューズが切れた時は、原因を確かめてから同一規格の容量、形状のものと交換してください。ヒューズ交換時は必ず電源プラグ
　をコンセントから抜いてください。

・雷が鳴り出したら、この製品やケーブル、接続機器には触れないでください。感電の原因となります。

ヒューズ：ミゼット耐ラッシュ形
125V  T3A（3A）

CS/BS-IF TILT調整ボリューム
0～－8dB （1000MHz）

FM利得調整ボリューム
0～－10dB

FM入力ATTスイッチ
0、－10dB切換

UHF入力ATTスイッチ
0、－10dB切換

CS/BS-IFコンバーター
通電確認用LED

CS/BS-IF入力ATTスイッチ
0、－10dB切換

入力切換スイッチ
別入力←→混合入力

CS/BSコンバーター電源スイッチ
（DC＋15V 最大6W）

パイロットランプ

電源コード（AC100V）（1m）

UHF利得調整ボリューム
0～－10dB

CS/BS-IF利得調整ボリューム
0～－10dB

出力端子
UHF・FM入力端子

出力モニター端子
（－20dB）機能アース端子 予備ヒューズ

CS/BS-IF入力端子/
CS/BS-IF・UHF・FM混合入力端子
（コンバーター用電源出力端子）

※1―

・生産中止後の取替えパーツ（ヒューズ：ミゼット耐ラッシュ型 125V T3A（3A））の供給可能な期間は10年です。
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＜デジタル放送出力レベル確認方法（スペクトラムアナライザー使用）＞

■CS/BSデジタル放送の場合
①スペクトラムアナライザーのセンター周波数を測定する信号（1トランスポンダー）の中央に合

わせます。
②スペクトラムアナライザーを右のように設定します。
③信号の最大レベルをスペクトラムアナライザーで測定します。
④測定したレベルに補正値を加えた値が、その信号のレベルとなります。
注１）低いレベルのデジタル信号をスペクトラムアナライザーで測定する場合には、ノイズの影響

などで測定誤差が大きくなります。このような場合は、複数ポイントを測定し、その平均値を
信号レベルとしてください。

注２）スペクトラムアナライザーの機種によってわずかに補正値が異なる場合があります。
センター周波数 周波数

１トランスポンダー
レ
ベ
ル

最大値

RBWを変えたときの値が大きく異なる場合は、誤
差が大きいと考えられます。

■地上デジタル放送の場合
①スペクトラムアナライザーのセンター周波数を、各チャンネルの中心周波数に合わせます。
②スペクトラムアナライザーを右のように設定します。
③中心周波数のレベルをスペクトラムアナライザーで測定します。
④測定したレベルに補正値を加算した値が、その信号のレベルとなります。
注）帯域内に大きなレベル差があったりノイズの影響が考えられるような受信状況の場合、測定
     誤差が大きくなります。このような場合は、複数ポイントを測定し、その平均値を信号レベル
     としてください。

施工説明書

周波数スパン(SPAN)

分解能帯域幅(RBW)

ビデオ帯域幅(VBW)

     調整方法

①調整前に各帯域の入力レベルを測定し、異常がないことを確認しま
　す。

②出力モニター端子にスペクトラムアナライザー（電界強度測定器な
　ど）を接続します。必ず出力端子接続時にご使用ください。
※出力モニター端子は出力レベルから20dB低い値を示します。
　出力レベル値＝出力モニター測定値＋20dB

③各帯域が定格出力レベルになるように、スイッチおよびボリュームで
　調整します。

FM帯域：FM入力ATTスイッチ、FM利得調整ボリューム
UHF帯域：UHF入力ATTスイッチ、UHF利得調整ボリューム
CS/BS-IF帯域：CS/BS-IF入力ATTスイッチ、
　　　　　　　　CS/BS-IF TILT調整ボリューム、
　　　　　　　　CS/BS-IF利得調整ボリューム
CS/BSアンテナ電源供給：CS/BSコンバーター電源スイッチ

０

－８

２６０２１０００ （MHz）

（dB）

－８dB

＜入力ATTスイッチの操作＞

＜CS/BS-IF TILT調整ボリュームの操作＞

CS/BS-IF TILT調整
ボリュームを反時計方
向いっぱいに回し切る
と2602MHz付近を基
準にして1000MHzの
利得が8dB減衰します。

・

・

＜利得調整ボリュームの操作＞

利得調整ボリュームは反時計方向にいっぱいに回
しきった時、利得最小となります。このボリュームに
より所定のレベルに合わせてください。

・

・

利得調整

－10dB 0dB

出荷時は過入力防止の為、－10dB側にセットさ
れています。入力レベルが適正入力レベル範囲
の場合はスイッチを0dB側にセットしてください。
出荷時設定でもなお、適正入力レベル範囲を越
える場合（入力オーバー）、別売のアッテネーター

（減衰器）を入力端子に挿入し、適正入力レベル
に合わせてご使用ください。

0dB

－10dB

※コンバーターに電源を重畳する時は、必ず通電仕様のアッテネー
　ターを使用してください。

TILT

－8dB 0dB

CS/BS-IF
50MHz

1MHz

300Hz

スペクトラムアナライザーの設定

分解能帯域幅（RBW）
1MHz
9.2

16.3
15

100kHz
19.2
26.3
25

10kHz
29.2
36.3
35

補
正
値

地上デジタル(dB)
BS・110度CSデジタル（dB）
CSデジタル(dB)

補正値

・デジタル信号レベルの確認は、デジタル対応のレベルチェッカーまたは、チャンネルパワーの測定できるスペクトラムアナライザーで測定確認してく
ださい。
・チャンネルパワー等の機能のないスペクトラムアナライザーでデジタル信号を測定する場合は、それぞれ次の測定方法により確認してください。

10MHz

1MHz

1kHz

地上デジタル

出荷時の設定

周波数スパン(SPAN)

分解能帯域幅(RBW)

ビデオ帯域幅(VBW)

10MHz

100kHz

1kHz

地デジ64QAM CS/BS-IF
50MHz

1MHz

300Hz

スペクトラムアナライザーの設定

10MHz

1MHz

1kHz

地デジOFDM

CATV

RBWを変えたときの値が大きく異なる場合は、誤
差が大きいと考えられます。

BS・110度CSデジタル（dB）

分解能帯域幅（RBW）
1MHz

15

16.3

8.9

9.2

100kHz

25

26.3

18.9

19.2

10kHz

35

36.3

28.9

29.2

CSデジタル（dB）
補
正
値 CATV64QAM(dB)

地上デジタルOFDM(dB)

補正値

入力ATTスイッチ
利得調整ボリューム
TILT調整ボリューム
入力切換スイッチ

CS/BSコンバーター電源

FM
－10dB(上)

－10dB(最左)
―

CS/BS-IF
－10dB(上)

－10dB(最左)
　－8dB(最左)

UHF
－10dB(上)

－10dB(最左)
―

別入力（左）
切(左)

4567-2

各機器を同軸ケーブルでこの製品の入力端子、出力端子に接続し、必要
に応じて入力切換スイッチとCS/BSコンバーター電源スイッチを設定
します。


